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太平洋島嶼地域特別編入学プロジェクト報告 

～ 国際的な島嶼型高等教育システムの構築に向けた教育改革 ～ 

金城 愛乃 (グローバル教育支援機構開発室) 

 

1. 背景 

 本学では、“Land Grant University” の理念のもと、地域との共生・協働によって「地域とともに豊

かな未来をデザインする大学」を目指すとともに、新たな学術領域である Tropical Marine, Medical, and 

Island Sciences (TIMES: 熱帯島嶼・海洋・医学研究)の国際的な拠点として「アジア・太平洋地域の卓

越した教育研究拠点」となることをビジョンに掲げている。これまで地理的関係からアジア・太平洋島

嶼地域を中心に留学生の受け入れや学生交流を展開しており、33 か国、地域の 87 大学と交流協定を締結

するなど、ビジョン達成に向けて取り組みを行ってきた。 

このような実績を踏まえつつ、亜熱帯島嶼地域に位置する本学の特性を生かし「琉球大学の教育のグ

ローバル化」・「太平洋島嶼地域の中核人材の高度化」の推進を目指すものとして、第三期中期目標期間

に太平洋島嶼地域特別編入学プロジェクトを行う。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 概要 

 本学が位置する亜熱帯島嶼圏社会には、高等教育機関が存在しない国々がある。その中で本学がこれ

まで交流を深めてきた短期大学（パラオ短期大学、ミクロネシア連邦短期大学、マーシャル諸島短期大
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学）に太平洋島嶼地域特別編入学の機会を提供し、毎年 5 名程度の留学生を受け入れることとする。こ

れにより、当該地域のコミュニティ・カレッジ卒業生に「学士」を取得させ、人材育成の一翼を担うも

のとする。 

 「学士」の取得はコミュニティ・カレッジしか持たない太平洋島嶼地域の国々から本学に寄せられて

いる強い要望であり、同じく島嶼地域に位置する本学がこのような取り組みを展開することで、太平洋

島嶼地域の国々との良好な人的ネットワーク拡充に寄与し、本学教職員および学生のグローバルマイン

ドを醸成する。特に、本学学生にとって異文化理解・体験への志向の高まりや受入留学生と日本人学生

の同時履修の促進の契機となると考えられる。 

 

3. これまでの取り組み 

【大学訪問】 

パラオ短期大学、ミクロネシア短期大学、マーシャル短期大学を複数回訪問し、太平洋島嶼地域編入

学制度の構築に向けた協議および優秀な学生のリクルートを実施した。各現地大学の視察及び大学関係

者との協議を通じて、制度運用の課題について検証し、編入学後の学生サポート体制（心身のケア）や、

編入学前の日本語力の向上が課題であることが確認されたことを踏まえ、受け入れ体制の充実に取り組

んだ。 

 

【学生の受入】 

学生向けの編入学制度の説明会を実施し制度の周知を図ったところ、平成２９年１０月から短期交換

留学特別プログラム（URSEP・STRP）について、7 名の候補生の申請があり、奨学金付与の短期交換留学

生として受け入れ予定である。 

 

【当該地域に関する情報収集】 

太平洋島嶼地域の関係機関との意見交換を行い卒業後の就職先について情報収集を行った。これまで、

在ミクロネシア日本国大使館および JICA ミクロネシア支所、在マーシャル日本国大使館および JICA マ

ーシャル支所、マーシャル諸島共和国資源開発省などを訪問し、太平洋島嶼地域の主要産業および高等

教育を受けた人材の就職先に関する今後の課題整理を行った。 

 平成２９年３月には駐ミクロネシア日本国大使を本学に招へいし、沖縄の現状を踏まえながら大学院

進学等も視野に入れた編入学生の進路の可能性を探った。 

   

4. 今後の展望 

編入学候補生らへの十分な日本語力強化のサポートおよび制度の整備を目指す。また、平成３０年度

以降の円滑な受け入れのために当該地域を訪問し、コミュニティ・カレッジ在学生・卒業生のリクルー

ト及び制度の PR を行いたい。加えて、グローバル教育支援機構で実施する「グローバルプログラム津梁」

との有機的連携を図り、本学学生と編入学候補生間の交流の促進を目指す。 
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